
 

香川県海岸漂着物等の発生抑制に係る普及啓発業務 

委 託 事 業 成 果 報 告 書 

 

１ 全体業務実施期間 

平成 22 年 10 月 21 日 ～ 平成 23 年 3 月 31 日 

２ 業務の目的（基本的な考え方） 

  メイン名称：「故郷の海レスキュー隊計画 2010」 

海守さぬき会は、昨年度実施した「海底ゴミ目に見える化計画 in 高松沖」に続き、 

以下の３つの事業を実施し、故郷の海の抱える問題を正しく提起し、多くの県民 

の皆様と情報を共有しながら排出抑制に向けた事業に取り組みました。 

  サブ名称：① 「海底ごみ目に見える化計画ｉｎ中讃」 

備讃（中讃）瀬戸の丸亀市沖海域に於ける海底ゴミ等の実態を把握すると共に、 

子供達と一緒に故郷の海の現状を学習し、広く県民に知ってもらいました。 

 

② 「島の漂着物一掃計画」 

陸域部で暮らす多くの若者と共に、瀬戸内海の離島（小豊島と牛島）に於い 

て海岸に漂着しているゴミの清掃活動とＩＣＣ調査を行い、その排出源が陸 

域部にあり、その結果離島で暮らす高齢者に多大の負担が掛かっている事を 

知ってもらいました。 

 

③ 「故郷の海の叫びを聞け！計画」 

上記２つの事業を通し、故郷の海の現状を広く県民に周知し、排出抑制のた 

めに、今、私達が何をしなければ成らないかの啓発活動を推進いたしました。 

４ 各業務の実施内容 

①「海底ごみ目に見える化計画ⅰｎ中讃」 

■海底ごみの回収出発式 

  ●実施日  ：平成 22 年 11 月 7 日（日）午前 10：00～11：00 

  ●実施場所 ：丸亀市御供所漁港（丸亀市漁業協同組合管理） 

  ●出発式概要：早朝からの降雨の中、テントを３張り設置し式典を開催しました。 

別紙式次第の通り、来賓挨拶に続き漁師代表から出発の挨拶を頂き式典参加 

船舶 15 隻が、丸亀市前田課長のドラ音と共に出航しました。 

  ●参加漁協：丸亀市漁業協同組合、本島漁業協同組合 

  ●出発式参加船舶：丸亀市漁協 7 隻（登録 15 隻の内） 

  本島漁協  8 隻（登録 25 隻の内） 

合  計   15 隻（登録隻数：40 隻） 

  ●来賓出席者：環境省中国四国地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課香川定之課長他 7名 

（別紙出席者名簿の通り） 

  ●出席漁業関係者：丸亀市漁協   15 名 本島漁協 17 名 

  ●海守さぬき会役員：中條会長以下 9 名      参加者総勢：50 名 



  ●取材メディア：四国新聞、朝日新聞 

    

      ＜出発式 中條会長挨拶＞         ＜来賓並びに漁業関係者＞ 

 

■海底ごみの回収 

●実施期間：平成 22 年 11 月 7 日(日)～平成 22 年 11 月 28 日(日) 

●実施場所：香川県中讃地区（大槌島以西・丸亀市・多度津沖海域） 

  ●参加漁協：丸亀市漁業協同組合、本島漁業協同組合 

  ●参加船舶：丸亀市漁協登録 15 隻 

本島漁協登録  25 隻   合計登録隻数：40 隻 

●回収方法：小型底曳網漁等で操業中架かる海底ごみ（一部漂流ゴミ含む）を漁師の手で回収

し、漁港まで持ち帰り各漁港に設置した 4ｔの回収ＢＯＸに集積する。 

●参加操業隻数：丸亀市漁協 55 隻  

        本島漁協  122 隻   期間延べ合計隻数 177 隻 

●回収ゴミ実績：丸亀市漁協 約 2.0 ㎥ 

        本島漁協   約 8.0 ㎥   合計   約 10.0 ㎥（4ｔBOX1.2 台分） 

●海底ゴミ回収概要：出発式直後、荒天と強風のため出漁が鈍く、回収期間を 1 週間延期しま

したが、予定の 200 隻には届かず前記の実績となりました。 

 

■海底ごみの分析 

 ●事前回収：平成 22 年 11 月 29 日（月） 

       協力両漁協より４ｔコンテナーＢＯＸを下記ヤードに集積した。 

●実施期間：平成 22 年 12 月 1 日(水) 午前 9時～午後 4時 

●実施場所：㈱塵芥センター丸亀支店 

●分析処理：みずしま財団 塩飽研究員の指導の下 6名の協力アルバイトにより分析を実施。 

     両漁協回収ゴミから各 10 袋（網袋）を抜き取り、サンプル分析とした。 

     袋単位にゴミの詳細分別と各数量・各重量を計測。 

     空き缶等の製造又は賞味期限年月が判明するものは、全て記録した。 

●分析項目：漁師の底曳網漁による海底ゴミ回収期間終了後、（財）水島地域環境再生財団の指 

      導により次の項目を分析し実態を把握した。 

① 協力漁協別操業方法（漁具）操業区域・日数・回数 

（操業記録票に基づく） 



② 各漁協別回収海底ゴミの総量と種類 

③ 漁協別抽出した海底ゴミの種類と個数等 

④ 漁師からのｱﾝｹｰﾄ調査の分析 

● 分析報告書：みずしま財団からの「海底ごみ実態把握調査報告書」（添付）の通り。 

  

        ＜分析作業状況＞          ＜分析作業アルバイト 6名の皆さん＞ 

■海底ごみ分別 

●実施期間：平成 22 年 12 月 1 日(水) 午前 9時～午後 1時 

●実施場所：㈱塵芥センター 丸亀支店 

●分別処理：丸亀市クリーン課職員の分別指導の下、丸亀市シルバー人材センターからの 

派遣シルバー10 名の協力により分別作業を実施。 

丸亀市より事前に支給されたボランティア袋（45Ｌ／袋）に分別しながら詰め 

替えする事により、分別を容易に行えた。 

分別は、（1）可燃物（ビニール系包装資材）、（2）ビン・缶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、 

（3）粗大ゴミの３種類とした。 

●回収ゴミ総量：（1）可燃物約 2㎥、（2）不燃物約 3㎥、（3）粗大ゴミ約 5.0 ㎥  

合計約 10.0 ㎥ 

●丸亀市の引取処分：前記回収ゴミは、下記以外の大半を丸亀市が１２月３日に引取・処分頂 

          きました。 

   ●丸亀市引取不可 

産業廃棄物：LPG ﾎﾞﾝﾍﾞ、ﾊﾞｯﾃﾘｰ、ﾀｲﾔ、FRP 材等の総重量 80kg は、 

産業廃棄物として㈱塵芥センターにより、処分して頂きました。 

  ●取材メディア：四国新聞、朝日新聞、山陽新聞 

 



   

＜シルバーパワーで分別作業＞           ＜分別粗大ごみ＞ 

 

■環境学習会 

●実施期間：平成 22 年 11 月 14 日(日) 午前 9時～午後 12 時 30 分 

●募集形態：一般公募（四国新聞募集掲載・四国ＥＰＯ、海守ホームページ募集掲載） 

●実施場所：丸亀市沖の底曳網漁操業海域及び塩飽漁協組合連合会会議室 

●参加者数：小中学生 30 名 父兄 18 名 合計 48 名 

＜海上環境学習会＞ 

●協力漁師：所属・丸亀市漁業協同組合 

      氏名・大山 信夫船長（船名：大信丸 4.8ｔ・小型底曳網漁船） 

●講  師：みずしま財団 磯部 作理事、塩飽 敏史研究員 

●見学海域： 丸亀沖・高見島南の赤ブイ付近（網入海域：丸亀・下間島西） 

●海上タクシー：丸亀港出港 AM9：30 丸亀港帰港 AM10：30 2 隻分乗 

＜座学環境学習会＞ 

●会  場：塩飽漁協組合連合会会議室 2 階会議室 AM11：00～PM12：30 

●講  師：みずしま財団 磯部 作理事（日本福祉大学教授）、塩飽 敏史研究員 

●学習内容：海ゴミについて（教材別紙） 

●概  要：上記参加者 48 名が 2隻の海上タクシーに分乗して、底曳網漁を見学し 

      海底ゴミの実態を見て頂きました。 

      帰港後、磯部・塩飽両講師による、海ゴミについて学習しました。 

  ●取材メディア：瀬戸内海放送（LOVE＠瀬戸内海番組制作取材） 

         第 1 回（パートⅠ）放送：平成 22 年 12 月 20 日～平成 22 年 12 月 26 日 

         第 2 回（パートⅡ）放送：平成 23 年 1 月 24 日～平成 23 年 1 月 30 日 

   

  ＜環境学習会参加者＞   ＜海上環境学習会＞    ＜座学環境学習会＞ 

 



②「島の漂着物一掃計画」 

■小豊島＜拾って！集めて！in 小豊島＞ 

●実施期間：平成 22 年 11 月 3 日(日) 14：00～20：30 

●実施場所：土庄町・小豊島島内北側海岸 

●参加者 ：サンポート高松トライアスロン大会参加選手及び大会サポーター41 名 

      海守さぬき会スタッフ 9名 小豊島自治会 5名 総勢 55 名 

●募集形態：サンポート高松トライアスロン大会実行委員会が募集代行 

＜海岸一斉清掃＞15：00～16：30 

●実施概要：トライアスロン大会終了後、14 時に香川県営桟橋より海上タクシー 

（往復チャーター船）にて出発しました。 

実施日前に北風が吹いた事で、漂着ゴミは普段より少なかった。 

      参加者へのビーチコーミングをしながら、一斉清掃を開始した。 

      トライアスロン大会直後であったがアスリートパワーと総勢 55 名の総力戦で、 

約 1時間 30 分で海岸一斉清掃は終了しました。 

●漂着ゴミ回収量：約 2.0 ㎥（約 40 袋／90Ｌ／土庄町支給リサイクル用ごま袋） 

●処分方法：11 月 10 日小豊島より土庄港へ搬送し同日一般廃棄物として土庄町へ引渡完了 

＜島の交流会＞17：30～19：30 

●実施概要：海岸清掃終了後、小豊島の公民館（集会所）へ移動。 

      「漂着物から見えてくる環境問題と島事情」と題して、竹内自治会長を交えての 

学習会（17：30～18：30）を開催。 

      学習会終了後、参加者負担（会費￥2,000 円／人）による簡単なバーベキューを 

囲みながらの食事交流会（18：30～19：30）を開催しました。 

   

    ＜in 小豊島参加の皆さん＞           ＜小豊島・一斉清掃＞ 

 

■牛島＜ジュニアーレスキュー隊 in 牛島＞ 

●実施期間：平成 22 年 12 月 12 日(日) AM8：30～15：30 

●実施場所：丸亀市沖・牛島里浦地区海岸 

●参加者 ：小中学生 31 名 ご父兄 20 名 計 51 名 

海守さぬき会役員他スタッフ   11 名 

牛島里浦自治会住民        8 名 総勢 70 名 

 



●募集形態：一般公募（四国新聞募集掲載・四国ＥＰＯ、海守ホームページ募集掲載） 

丸亀市役所ロビー他丸亀市内全小中学校（丸亀市教育委員会所管）への 

募集ポスター掲示 

  ●指導講師：財）海上保安協会 三浦翔太氏 

  ●高松出港：AM8：30（県営第二桟橋より海上タクシーチャーター船にて） 

  ●牛島到着：AM9：30 

＜海岸一斉清掃＞10：00～11：00 

●実施概要：牛島里浦地区の清掃可能な海岸は三区画から構成されており、一番広い赤燈台西   

      側海岸より一斉清掃を開始しました。 

赤燈台西側海岸終了後、船着場堤防両側の二区画の一斉清掃を行い予定していた 

全ての海岸清掃を終了しました。 

＜ＩＣＣ調査・International Coastal Cleanup＞10：30～11：30 

●実施概要：赤燈台西側海岸にＩＣＣ調査区画（10ｍ×10ｍ）を事前に設定。 

一斉清掃を開始後、10 名のご父兄に参加頂きＩＣＣ調査を実施しました。 

参加頂いたご父兄には、熱心に調査頂き感謝致しております。 

調査内容は、別紙調査票の通り。 

＜ビーチクラフト教室＞11：00～12：00 

●実施概要：子供達とＩＣＣ調査不参加のご父兄は、海岸で拾った宝物を素材にキャンドル作 

      りに挑戦して頂きました。 

型作りに最初は失敗する子供達もいましたが、最後には貝殻（サザエ等）を利用 

した、発想力豊かなオリジナルキャンドルを作る事ができ、本企画はご父兄を含 

め全員の子供達に大変満足して頂けました。 

＜回収ゴミ船積み＞11：45～12：00 

●実施概要：島民 17 人の牛島はフェリーが入港可能な港湾設備が無いために、丸亀市の生活家 

      庭ゴミの回収は 2年に 1回しか行われない云う事情もあり、本島漁業協同組合の 

協力を得て、回収した漂着ゴミは事業開催当日に、丸亀市が定期回収可能な本島 

へ搬送する事にしました。 

（イベント参加者 10 名で、堤防より手渡しで船積みしました。） 

   ●漂着ゴミ回収量：丸亀市より支給されたボランティア袋／45Ｌに分別回収 

分別区分：（1）ビン・缶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（2）ﾋﾞﾆｰﾙ系可燃物（3）粗大ゴミ 

            粗大ゴミ：ホイル付タイヤ 2本・食卓用椅子１脚他 

            全  量：約 5㎥ 

   ●丸亀市への引渡：12 月 15 日と 16 日（可燃・不燃別）の両日に丸亀市の引取回収は完了しま

した。 

＜昼食タイム＞ 12：00～13：00 

●里浦自治会の峠会長を始めとして自治会の皆様のご好意で牛島名物「鯛メシ」の、お接待 

 を受け、参加者全員大変満足して頂けました。 

＜環境学習会＞13：00～14：00 

●実施概要：午前中の一斉清掃、ＩＣＣ調査、ビーチクラフト教室に引続き、牛島集会所にて 

財）海上保安協会 三浦講師による子供達への海ゴミ環境学習会を開催しました。 



海ごみ教材資料「ゴミになったアルミン」を中心教材として使用しました。 

又、牛島地域特有の海流のために海岸漂着ゴミが大変多い事、島民が少なく高齢

化して入る事、行政のゴミ回収問題等、峠自治会長の島事情に、参加者全員熱心

に聴いて頂く事ができました。 

 また、心配していました天気にも恵まれ、自治会の皆様からカブト虫の幼虫のプ 

レゼントも有り、手作りキャンドルと共にクリスマス前の良い記念となりました。 

      

       ＜海岸一斉清掃＞              ＜ＩＣＣ調査＞ 

      

       ＜回収ゴミ船積み＞            ＜ビーチクラフト教室＞ 

      

       ＜環境学習会＞              ＜in 牛島参加の皆さん＞ 

                 

 

 

 



 ③「故郷の海の叫びを聞け！計画」 

■海ごみ報告展示会 

●実施期間：平成 23 年 2 月 27 日(日)～平成 23 年 3 月 6日(日) 

●実施場所：丸亀市生涯学習センター1階ギャラリー 

●実施内容：Ⅰ、陸域部から流出した海ゴミの実態と、その海洋環境と生態に与える影響並び  

        に漁師への被害等が学習できるように、海底ゴミ・漂流漂着ゴミの 2つの事 

業の記録を DVD・パネル化し、回収した海底ゴミのサンプルと共に展示した。 

Ⅱ、本年 8月 3日に開催実施した高松市立高松第一中学校の生徒を対象とした体

験学習会と「海底ごみとぼくたち私たちのくらし」と題した自由研究発表を

DVD 化し放映しました。 

Ⅲ、来場者へのアンケート（別紙添付様式）を実施しました。 

Ⅳ、会場配布物： ① 海ごみ教材資料「ゴミになったアルミン」 

          ② 海ごみチラシ「瀬戸内海は、だれのもの？」 

          ③ 香川県海岸ごみマップ 

 

   ● 来 場 者 数 ： 約 160 名 

   ●アンケート回答者数：   138 名  

   ●主要アンケート項目： 

       ◎性別来場者 ：男性 65％ 女性 35％ 

◎年齢別来場者：小学生 7％ 中学生 1％ 20 歳代 4％ 30 歳代 9％ 

 40 歳代 8％ 50 歳代 16％ 60 歳以上 55％ 

       ◎地域別来場者：丸亀市内 66％ 丸亀市以外中讃地域 9％  

東讃地域 16％ 西讃地域 8％ 県外 1％ 

       ◎展示会情報別 

来場者：香川県広報 7％ 丸亀市広報 19％  

新聞 29％ テレビ 9％ ラジオ 2％ その他 34％ 

 

   ●展示会・告知広報活動： 

① 香川県 2月号広報：別紙の通り 

② 丸亀市 2月号広報：別紙の通り 

③ 西日本放送ラジオ：2月 9日 13：20～ 

「気ままにラジオ・雨の日・晴れの日・曇りの日」 

④ 四国新聞オアシス：2月 18 日朝刊（別紙の通り） 

⑤ ＮＨＫ放送：3月 3日 18：10～ ゆう 6かがわ「さぬき人」（DVD 収録） 

 

   ●展示会期間中の報道取材： 

2 月 27 日 四国新聞社、山陽新聞社、ＮＨＫ高松放送局 

 



      

      ＜海底ごみサンプル展示＞          ＜展示会来場者＞ 

 

 

               ＜ＤＶＤ視聴展示コーナー＞ 

■啓発新聞広告  

●掲載誌  ：四国新聞 オアシス広告企画 

●掲載日  ：平成 23 年 2 月 18 日 

●掲載内容 ：（別紙の通り） 

海底ゴミ・漂流漂着ゴミの２つの事業への取組みと、本事業の経過報告及び展 

示報告会開催の告知広告 

■啓発物配付 

●冊子サンプル及び 

趣意書兼送付希望票発送日：平成 23 年 3 月 23 日 

●発送先 ：別紙県内中学校一覧表に基づき学校長宛（休校を除く 80 校） 

●実施内容：本年 8月 3日に開催実施した高松市立第一中学校の生徒を対象とした環境学習会 

に基づく「海ごみ撲滅作戦」の社会科研究発表内容と「海底ごみ目に見える化計 

画 2009in 高松市沖」及び「海底ごみ目に見える化計画 2010in 丸亀市沖」の分析 

データを基に、「みずしま財団」監修により環境学習用冊子「海ごみとぼくたち・ 

わたしたちのくらし」を製作・印刷しました。 

●印刷部数： ３０，０００冊 

●納  品： 香川県環境森林部環境管理課へ平成 23 年 3 月 29 日納品完了。 

                                 以上 


